
自 

文
化
十
年

至 

天
保
十
四
年

愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所  

編

渡
辺
和
敏 

監
修



i

凡例

　
　
　
　

凡
例

一
、
本
書
は
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
と
し
て
、
多
聞
山
浄
慈
院
所
蔵
の
「
浄
慈
院
日
別
雑
記
」
の
う
ち
、
文
化
十
年
（
一
八
一

三
）
よ
り
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
分
を
収
め
た
。「
浄
慈
院
日
別
雑
記
」
の
伝
来
・
性
格
に
つ
い
て
は
解
題
・
解
説
で
述
べ

た
通
り
で
あ
り
、「
浄
慈
院
日
別
雑
記
」
の
ほ
か
に
、「
多
聞
山
日
別
雑
記
」
や
「
山
澄
日
別
雑
記
」
等
と
す
る
表
記
も
あ
る
。

一
、『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
は
、
主
に
浄
慈
院
住
職
に
よ
る
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
よ
り
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
ま
で

の
日
記
で
あ
り
、
原
則
的
に
一
年
分
が
一
冊
か
ら
な
る
。

一
、
収
載
の
（
天
保
六
年
カ
）
は
、
内
容
的
に
み
て
浄
慈
院
外
で
の
日
記
で
、
し
か
も
天
保
六
年
の
も
の
と
い
う
確
証
も
得
ら
れ
て
い

な
い
が
、
浄
慈
院
伝
来
の
も
の
で
同
寺
院
関
係
者
に
よ
る
日
記
で
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
。

一
、
日
付
の
前
に
、
○
・　

・　

 

等
の
天
気
図
の
記
号
を
付
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
本
書
へ
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
省
略
し
た
。

一
、
本
文
の
上
部
に
頭
注
が
し
て
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
内
容
が
重
複
し
て
い
る
場
合
に
は
こ
の
頭
注
を
省
略
し
た
。

一
、
日
記
中
に
は
、
内
容
の
変
わ
り
目
に 

○
・
一
・

 
を
記
し
て
あ
っ
た
り
、
空
欄
で
そ
れ
を
示
し
た
り
し
て
あ
る
が
、
翻
刻
に
当

た
っ
て
は
全
て
を 

○ 

で
統
一
し
た
。

一
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
使
用
し
、
固
有
名
詞
等
に
は
旧
字
を
残
し
た
も
の

も
あ
る
。
変
体
仮
名
は
江
・
而
を
除
き
平
仮
名
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
合
字
の
〆
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
㏄
は
平
仮
名
で

「
よ
り
」
と
し
た
。

一
、
本
文
に
は
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
付
し
た
。

一
、
誤
字
・
脱
字
や
意
味
不
明
の
箇
所
に
は
、
適
宜
そ
の
傍
ら
に
（　

）
を
付
し
て
正
し
い
字
を
示
し
た
り
、（
脱
カ
）（
マ
マ
）
等
の
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注
記
を
付
し
た
り
し
た
。

一
、
原
文
の
抹
消
部
分
は
削
除
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
残
し
た
ほ
う
が
適
当
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
㎏
㎏
㎏
を
付
し
て
こ
れ
を
示

し
た
。

一
、
虫
く
い
や
破
損
で
判
読
不
能
の
文
字
は
□
□
を
も
っ
て
示
し
た
。
□
の
数
は
大
体
の
不
明
文
字
数
を
示
し
て
い
る
。

一
、
表
紙
の
文
字
は
「　
　

」
内
に
記
し
、
傍
ら
に
（
表
紙
）
と
注
記
し
た
。

一
、
表
紙
裏
や
裏
表
紙
裏
に
メ
モ
の
あ
る
も
の
が
あ
る
が
、
内
容
を
判
断
し
て
削
除
し
た
り
、「　
　

」
内
に
そ
の
文
字
を
記
し
て

（
表
紙
裏
）
等
と
注
記
し
た
り
し
た
も
の
が
あ
る
。

一
、
後
筆
は
「　
　

」
を
付
し
て
そ
の
旨
を
傍
注
し
た
。
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解題

解
題

　

本
書
所
収
の
「
浄
慈
院
日
別
雑
記
」
は
、
江
戸
時
代
の
三
河
国
渥
美
郡
羽
田
（
は
だ
）
村
、
現
在
の
豊
橋
市
花
田
町
に
所
在
す
る
多

聞
山
浄
慈
院
と
い
う
寺
院
の
住
職
（
時
に
そ
の
弟
子
）
が
記
録
し
た
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
以
降
の
日
記
で
あ
る
。
表
紙
に
記
さ
れ

た
日
記
名
は
「
多
聞
山
日
別
雑
記
」・「
浄
慈
院
日
別
雑
記
」・「
山
澄
日
別
雑
記
」
等
々
で
、
必
ず
し
も
全
冊
が
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
以
下
で
は
原
則
的
に
「
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
」
と
呼
ぶ
。

　

江
戸
時
代
の
羽
田
村
は
、
城
下
町
の
吉
田
と
北
東
で
接
し
、
牟
呂
村
と
南
西
で
接
し
て
い
た
。
吉
田
は
城
下
町
で
あ
る
と
同
時
に
東

海
道
の
宿
場
で
も
あ
り
、
豊
川
（
吉
田
川
）
舟
運
や
信
州
・
別
所
街
道
で
奥
三
河
や
信
濃
国
方
面
と
通
じ
、
伊
勢
国
川
崎
と
の
通
船
や

三
河
・
伊
勢
湾
か
ら
外
洋
へ
出
る
廻
船
の
湊
の
所
在
地
で
も
あ
っ
た
。
牟
呂
村
は
三
河
湾
に
面
し
た
大
規
模
な
集
落
で
、
近
年
で
は

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
騒
動
の
発
生
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
羽
田
村
は
、
若
干
変
則
的
な
村
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
幕
府
の
郷
帳
に
は
羽
田
と
い
う
村
名
は
な
く
、
吉
田
方
村
の

な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
吉
田
方
村
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
の
検
地
で
二
、七
三
一
石
余
も
あ
っ
た
大
規
模
な
村
で
あ
る
。
元

禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
郷
帳
で
は
二
、〇
五
八
石
余
と
あ
る
。
吉
田
方
村
の
地
名
は
、
城
下
町
吉
田
の
南
西
方
面
に
広
が
っ
て
い

る
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
う
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

吉
田
藩
で
は
、
こ
の
吉
田
方
村
を
吉
田
方
五
か
村
と
も
称
し
て
い
た
。
吉
田
方
五
か
村
と
は
、
羽
田
・
野
田
・
三
ツ
相
・
吉
川
・
馬

見
塚
の
五
か
村
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
五
集
落
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
質
的
に
は
独
立
し
た
村
で
あ
り
、
吉
田
藩
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
年
貢

割
付
状
を
受
け
て
い
た
。



vi

　

羽
田
村
単
独
の
村
高
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
高
辻
帳
に
九
八
二
石
一
斗
二
合
と
あ
り
、
吉
田
方
五
か
村
で
は
最
大
で
あ

る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
家
数
は
一
三
五
軒
、
人
口
六
三
四
人
で
あ
っ
た
（『
豊
橋
市
史
』
第
二
巻
）。

　

羽
田
村
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
花
ケ
崎
村
と
合
併
し
て
花
田
村
と
な
り
、
同
二
十
一
年
に
は
地
内
に
豊
橋
駅
が
開
業
し

た
。
明
治
三
十
九
年
に
豊
橋
町
・
豊
岡
村
と
合
併
し
て
市
制
を
施
行
し
、
豊
橋
市
花
田
町
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
豊
橋
は
、

江
戸
時
代
の
吉
田
を
明
治
二
年
に
改
称
し
た
も
の
で
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
町
制
を
施
行
し
て
い
た
。

　

こ
の
羽
田
村
（
花
田
村
）
に
所
在
す
る
多
聞
山
浄
慈
院
は
、
現
在
で
は
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
に
属
す
る
が
、
明
治
以
前
に
は
真
言

宗
・
天
台
宗
・
律
宗
・
浄
土
宗
の
四
宗
兼
学
の
檀
家
を
も
た
な
い
寺
院
で
あ
っ
た
。
浄
慈
院
の
詳
細
に
つ
い
て
は
巻
末
の
「
解
説
」
に

記
し
て
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
檀
家
が
な
く
、
朱
印
地
・
除
地
も
な
い
の
に
、
常
に
住
職
と
そ
の
弟
子
が
二
〜
三
人
い
て
、
こ
の

ほ
か
に
二
〜
三
人
の
下
男
を
も
抱
え
、
さ
ら
に
城
下
町
吉
田
の
中
世
古
と
い
う
と
こ
ろ
に
観
音
堂
（
後
に
観
音
院
と
改
名
）
と
い
う
末

寺
を
有
し
た
寺
院
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
江
戸
時
代
に
お
け
る
浄
慈
院
の
存
立
の
経
済
的
基
盤
は
、
同
寺
院
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
・
世
俗
的
活
動
に
あ
っ

た
。
そ
の
活
動
内
容
は
一
般
的
な
寺
院
と
し
て
の
諸
行
事
の
ほ
か
に
、
周
辺
地
域
の
人
々
を
対
象
と
し
た
加
持
祈
祷
が
大
き
な
収
入
源

で
あ
り
、
祠
堂
金
貸
付
で
も
大
き
な
金
額
で
運
用
し
て
い
た
。
ま
た
無
年
貢
地
は
有
し
て
い
な
い
が
、
地
主
的
な
農
業
経
営
を
行
っ
て

下
男
を
抱
え
、
さ
ら
に
繁
忙
期
に
は
近
在
の
人
々
を
日
雇
い
と
し
て
雇
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
寺
子
屋
を
開
い
て
近
在
の
子
供
を
預
か

っ
て
い
た
。

　

現
在
、
多
聞
山
浄
慈
院
で
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
古
文
書
・
記
録
類
を
若
干
所
蔵
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
は
内
容
的
に
み
て

『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
が
最
も
特
徴
的
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
全
四
三
冊
と
若
干
の
断
簡
と
し
て
残
っ
て
い
る
『
豊
橋
市
浄
慈

院
日
別
雑
記
』
は
、
年
代
的
に
最
も
古
い
も
の
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
で
あ
る
が
、
同
年
は
十
二
月
分
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
最
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解題

も
新
し
い
も
の
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
は
、
お
そ
ら
く
文
化
十
年
か
ら
書
き
始
め
、
第
七
世
住
職
の
普
門
覚
圓
（
？
〜
一
八
五

九
）・
八
世
慈
明
覚
禅
（
一
八
一
八
〜
一
八
八
七
）・
九
世
山
澄
貫
道
（
一
八
六
八
〜
一
九
〇
六
）
の
三
代
の
住
職
に
よ
っ
て
七
四
年
間

書
き
継
が
れ
、
明
治
十
九
年
で
そ
の
記
述
を
止
め
た
と
み
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
そ
の
約
半
分
で
あ
り
、
残
り
は
紛
失
し
た
よ

う
で
あ
る
。
住
職
が
外
出
な
ど
で
不
在
の
時
に
は
弟
子
が
日
記
を
書
き
継
い
で
い
る
場
合
も
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
住
職
が
老
齢
に
な
る

と
弟
子
が
代
筆
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
日
記
を
書
き
継
ぐ
こ
と
が
、
浄
慈
院
に
お
い
て
特
別
に
重
要
な
意
味
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
は
、
一
般
的
な
日
記
と
し
て
の
意
味
以
外
に
、
そ
の
書
か
れ
た
内
容
か
ら
農
事
日
誌
と
し

て
の
役
割
、
祈
祷
の
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
布
施
・
礼
金
、
金
銭
出
入
の
記
録
な
ど
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
農
事
・
祈
祷
・
金
銭
出
入
は
、
年
々
・
日
々
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
々
の
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
あ
る
い
は
村
内
・
近
在
住
民
か
ら
は
、
日
々
お
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
つ
い
て
の
記
録
を
要
望
さ
れ
て
い
た
の

で
、
こ
う
し
た
日
記
を
書
き
継
い
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

約
半
分
を
紛
失
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
が
、
第
十
世
住
職
山
住
脩
仁
に
よ
っ
て
終
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
こ
の
『
豊

橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
の
主
要
部
分
が
大
学
ノ
ー
ト
に
書
き
抜
か
れ
て
お
り
、
書
き
抜
か
れ
た
そ
の
部
分
は
現
存
の
『
豊
橋
市
浄
慈

院
日
別
雑
記
』
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
約
六
〇
年
前
に
は
、
す
で
に
約
半
分
が
紛
失
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
の
う
ち
の
数
冊
に
つ
い
て
は
、
脩
仁
が
書
き
抜
き
作
業
を
行
う
前
に
別
の
場
所
に
保
管
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
書
き
抜
き
作
業
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
数
冊
は
、
つ
い
最
近
に
な
っ
て
新
た
に
発

見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
今
後
に
紛
失
中
の
も
の
が
見
付
か
る
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
。
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『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
の
大
き
さ
は
、
縦
が
約
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
が
約
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
半
紙
を
二
つ
折
り

に
し
た
い
わ
ゆ
る
縦
冊
で
あ
る
。
料
紙
は
、
一
般
的
に
質
が
比
較
的
劣
り
、
な
か
に
は
浄
慈
院
へ
寄
せ
ら
れ
た
布
施
・
礼
金
を
包
ん
だ

用
紙
と
か
、
同
寺
院
で
行
っ
て
い
た
祈
祷
の
際
の
メ
モ
用
紙
を
裏
返
し
に
し
て
再
利
用
し
た
も
の
も
あ
る
。
保
存
状
態
は
、
あ
ま
り
良

好
と
は
言
え
ず
、
虫
食
い
が
甚
だ
し
い
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は
綴
じ
た
紙
縒
が
切
れ
て
中
身
が
錯
乱
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
前
記

の
若
干
の
断
簡
と
は
、
こ
の
錯
乱
で
復
元
が
不
可
能
な
部
分
の
こ
と
で
あ
る
。

　

記
述
方
法
は
、
ま
ず
日
付
の
次
に
天
候
を
記
し
て
い
る
が
、
天
候
に
つ
い
て
は 

○
・　

・　

 

と
い
う
よ
う
な
記
号
で
示
し
、
特
記

す
る
よ
う
な
天
候
だ
け
を
文
字
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
天
候
の
様
子
を
示
す
記
号
は
な
か
な
か
捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
る

が
、
本
書
へ
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ら
の
記
号
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
天
候
の
次
に
本
文
が
記
し
て
あ
る
。

　

本
文
の
記
述
内
容
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
浄
慈
院
の
諸
活
動
、
す
な
わ
ち
寺
院
と
し
て
の
諸
行
事
の
ほ
か
に
加
持
祈
祷
の
内
容
や
そ

れ
に
よ
る
入
金
額
、
農
作
業
の
内
容
や
日
雇
い
状
況
と
日
雇
い
賃
、
寺
子
屋
と
し
て
の
業
務
や
そ
れ
に
対
す
る
祝
儀
の
内
容
、
住
職
・

弟
子
・
下
男
の
日
常
生
活
、
そ
の
日
常
生
活
を
支
え
る
諸
買
物
品
と
そ
の
物
価
等
々
で
、
年
末
に
は
小
作
地
の
年
貢
や
祠
堂
金
貸
付
に

関
す
る
記
述
も
頻
出
す
る
。

　

こ
う
し
た
日
常
的
・
年
中
行
事
的
な
こ
と
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
日
常
的
な
出
来
事
や
風
聞
に
つ
い
て
も
記
し
て
あ
る
。
そ
れ
は

浄
慈
院
や
同
寺
院
の
所
在
す
る
羽
田
村
内
だ
け
の
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
羽
田
村
が
吉
田
に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
か
ら
吉
田
の
町
域
で
の

こ
と
や
東
海
道
筋
の
こ
と
、
あ
る
い
は
吉
田
藩
の
藩
主
・
藩
士
の
こ
と
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

出
来
事
・
事
件
や
風
聞
を
記
述
す
る
場
合
に
は
、
原
則
的
に
そ
の
当
事
者
名
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
名
前
の
直
前
に
居
住
す
る
村

名
、
あ
る
い
は
字
名
を
記
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
橋
良
権
蔵
と
あ
れ
ば
、
橋
良
村
の
権
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
村
名
で

な
く
、
村
の
な
か
の
字
名
や
吉
田
の
二
四
町
の
名
を
付
し
て
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
羽
田
村
の
人
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解題

に
つ
い
て
は
そ
の
な
か
の
字
名
（
嶋
と
呼
ん
で
い
る
）
で
あ
る
北
側
・
西
羽
田
・
百
度
（
ず
ん
ど
）・
中
郷
の
誰
々
と
な
る
。
隣
村
の

牟
呂
村
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
市
場
・
大
西
・
坂
津
・
外
神
（
と
が
み
）・
公
文
・
東
脇
な
ど
の
字
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
本
文
の
内
容
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
の
た
め
に
、
参
考
と
し
て
羽
田
村
と
周
辺
村
々
の
概
略
図
を
掲
載
し
て
お
く
。

　

な
お
こ
の
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
で
は
、
原
則
的
に
日
々
の
記
述
中
で
記
述
内
容
が
一
変
す
る
場
合
、
そ
れ
を
示
す
た
め
に

○ 

と
か 

一
・

 
と
い
う
印
し
を
書
い
た
り
、
あ
る
い
は
一
文
字
分
を
空
け
た
り
し
て
い
る
が
、
時
に
そ
の
表
示
が
不
明
な
場
合
も

あ
る
。
本
書
へ
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
表
示
に
注
意
し
な
が
ら
、
そ
の
表
示
を 

○ 

に
統
一
し
た
。

　

従
来
、
こ
の
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
に
つ
い
て
は
一
部
の
識
者
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
『
豊
橋
市
史
』
第

三
巻
（
昭
和
五
十
年
）
で
も
部
分
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
容
を
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
豊
橋

市
の
市
街
地
は
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
日
午
前
〇
時
ご
ろ
か
ら
の
空
襲
で
大
被
害
に
遭
い
、
古
文
書
類
も
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
市
街
地
か
ら
少
し
隔
た
っ
た
浄
慈
院
は
空
襲
か
ら
免
れ
、
そ
の
日
記
で
あ
る
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』

も
そ
の
約
半
分
と
は
言
え
、
残
さ
れ
た
こ
と
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

豊
橋
市
に
所
在
す
る
愛
知
大
学
の
建
学
精
神
は
「
国
際
人
の
養
成
」
と
「
地
域
文
化
へ
の
貢
献
」
で
あ
り
、
そ
の
一
方
の
趣
旨
を
実

践
す
る
た
め
に
綜
合
郷
土
研
究
所
が
あ
る
。
当
研
究
所
で
は
、
以
上
の
こ
と
が
ら
を
鑑
み
て
『
豊
橋
市
浄
慈
院
日
別
雑
記
』
を
翻
刻
し

て
公
刊
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
編
集
に
は
、
浄
慈
院
第
十
一
世
住
職
の
山
澄
和
彦
師
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
渡
辺
が
代
表
者
に
な
っ
て
有
薗
正
一
郎
・
橘
敏
夫
・

和
田
実
・
村
長
有
子
氏
と
共
同
で
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
森
田
亮
子
・
小
早
川
道
子
・
水
谷
令
子
氏
に
も
原
稿
の
整
理
で
協
力

し
て
も
ら
っ
た
。

 

（
渡
辺
和
敏
）
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第１図　羽田・牟呂村近郷地図

第２図　本書に出てくる主な宿村名
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第３図　吉田城下町図　文政10年写
 （『豊橋市史』第２巻より）
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文化十年十二月

（
表
紙
）（
後
筆
）

「　
　
「
文
化
十
年
十
二
月
」

　
　

浄
慈
院
日
別
雑
記
知
事
」

十
二
月
大

朔
日　

天
気
、
覚
庭
掃
除
、
隆
井
戸
車
細
工
、
○
斎
後
五
助
粟

を
つ
く
、
○
剃
髪
致
、
○
庄
屋
よ
り
国
役
夫
金
之
割
付
持
て
来

ル
、
○
源
六
来
ル
、
井
戸
車
出
来
、
○
今
日
味
噌
玉
を
を
ろ

す
、
○
隆
、
権
右
衛
門
へ
風
呂
入
ニ
行
、

二
日　

天
気
、
○
味
噌
玉
を
は
た
く
、
斎
後
味
噌
を
仕
込
、
五

助
町
へ
塩
を
求
ニ
行
、
○
理
證
、
町
へ
紙
を
か
い
ニ
行
也
、
序

ニ
船
町
九
郎
左
衛
門
へ
櫁
柑
弐
十
五
遣
ス
、
晩
方
隆
百
度
へ
行

也
、
○
九
文
字
屋
よ
り
注
文
之
院
（
印
）金

今
日
着
致
由
手
紙
を
持
て

来
ル
、

三
日　

天
気
、
○
隆
、
九
文
字
屋
へ
院
金
を
取
ニ
行
也
、
尺
弐

寸
ト
尺
弐
寸
五
分
ト
弐
ツ
来
ル
故
尺
弐
之
方
を
持
て
帰
ル
、
○

斎
後
隆
又
尺
弐
寸
五
分
之
方
を
取
ニ
行
也
、
持
て
帰
ル
、
直
段

は
尺
弐
寸
は（佩
）い
・
輪
共
ニ
百
弐
十
匁
、
尺
弐
　（
寸
脱
）
五
分
之
も
は
い
・

輪
共
ニ
百
弐
十
五
匁
、
○
半
右
衛
門
・
平
十
・
新
兵
衛
・
権
右

衛
門
呼
ニ
遣
ス
、
直
ニ
来
ル
、
音
大
分
宜
敷
故
尺
弐
五
之
方
を

求
は
づ
ニ
而
候
、
尺
弐
之
方
は
か
へ
す
、
○
覚
、
仏
名
之
供
物

紙
袋
を
こ
し
ら
ふ
、

四
日　

天
気
、
○
大
分
あ
た
ゝ
か
、
五
助
餅
粟
を
つ
く
、
○

隆
、
着
物
裏
を
造
ル
、
○
斎
後
隆
、
半
右
衛
門
殿
へ
国
役
歩
金

勘
定
ニ
行
也
、
○
仙
蔵
殿
見
へ
ル
、
胡
麻
餅
壱
重
持
参
ス
、
直

ニ
帰
ル
、
智
観
衣
を
洗
ふ
、
隆
ち（襦
袢
）

ハ
ん
を
洗
ふ
、

五
日　

天
気
、
○
庄
屋
よ
り
国
役
歩
金
之
過
五
十
三
文
帰
ル
、

○
隆
の
り
を
す
る
、
○
斎
後
皆
人
洗
だ
く
致
、
孫
太
郎
ニ
銭
弐

百
文
に
か
し
、
長
全
寺
入
院
ニ
而
半
右
衛
門
へ
帰
シ
物
持
て
寄

ル
、
○
百
度
長
太
郎
よ
り
隆
生
之
綿
入
幷
仏
名
之
花
松
を
持
て

来
ル
、
○
隆
ぢ
は
ん
之
袖
木
綿
弐
尺
弐
寸
、
知
観
町
へ
か
い
ニ

行
也
、
○
晩
方
お
ろ
く
餅
米
を
洗
ニ
来
ル
、

六
日　

天
気
、
○
作
重
来
ル
、
○
今
日
餅
つ
き
之
支
度
致
、
お

ろ
く
呼
ニ
遣
ス
、
来
ル
、
お
ろ
く
餅
之
支
度
、
隆
餅
之
取
粉
を

ひ
く
、
子
共
大
治
郎
・
三
十
、
花
も
ら
い
ニ
遣
ス
、
な（
南
天
）

る
て
ん

・
梅
少
々
持
て
帰
ル
、
作
重
も
花
取
行
也
、
斎
後
餅
を
つ
く
、



4

米
□
斗
・
粟
三
升
之
を
八
臼
ニ
つ
く
、
餅
御
飾
計
か
、
丸
五
百

計
也
、
七
ツ
過
ニ
仕
舞
、
○
村
中
ニ
肝
煎
無
故
作
重
野
田
へ
取

ニ
行
也
、
用
（
漸
々
）々五
六
寸
計
之
壱
本
持
て
帰
ル
、
○
御
蔵
番
壱
合

壱
銭
を
持
て
来
ル
、
○
伊
奈
伝
助
祈
祷
之
頼
ニ
来
ル
、
○
晩
方

知
観
・
平
重
・
権
右
衛
門
・
六
郎
兵
衛
・
伝
四
郎
殿
へ
例
年
之

通
り
七
ニ
料
理
を
頼
ニ
遣
ス
、
隆
夜
分
百
度
へ
行
也
、

七
日　

天
気
、
○
本
堂
荘
厳
平
重
・
権
右
衛
門
・
六
郎
兵
衛
・

伝
四
郎
来
ル
、
伝
四
郎
・
善
六
町
へ
か
い
物
ニ
行
也
、
平
重
・

権
右
衛
門
小
作
年
貢
帳
幷
祠
堂
帳
仕
立
、
孫
太
郎
来
ル
、
作
重

花
立
、
○
斎
後
（
マ
マ
）、○
長
全
寺
手
伝
持
ニ
来
ル
、
皆
人
料
理
致
、

観
音
堂
へ
孫
太
郎
使
ニ
行
也
、
五
助
坂
通
寺
へ
遣
ス
、
今
年
は

断
申
来
ル
、
知
観
村
方
へ
呼
使
ニ
行
也
、
○
風
呂
を
致
、
○
相

模
殿
ニ
而
炭
壱
俵
借
用
致
、

八
日　

天
気
、
□
□
取
持
之
衆
皆
人
見
へ
る
、
観
音
院
来
ル
、

○
本
堂
荘
厳
致
、
瓜
郷
忠
左
衛
門
五
軒
分
斎
米
持
て
来
ル
、
惣

左
衛
門
斎
を
振
舞
行
、
○
関
口
園
右
衛
門
よ
り
斎
米
壱
重
幷
あ

け
拾
弐
・
青
銅
五
疋
来
ル
、
使
ニ
茶
漬
を
出
ス
、
斎
後
振
舞
相

済
次
第
仏
名
開
白
致
、
○
指
（
参
詣
）参四
五
人
、
世
話
中
帰
ル
、
行
灯

備
方
々
へ
と
ぼ
す
、
五
助
町
へ
遣
ス
、
あ
め
五
十
文
求
か
は
ら

け
四
ツ
求
、
孫
太
郎
今
晩
夜
宿
ル
、

九
日　

曇
天
、
○
作
重
来
ル
、
本
堂
掃
除
、
○
半
右
衛
門
よ
り

胡
麻
餅
壱
重
・
白
餅
壱
重
施
入
、
○
斎
之
料
理
、
平
、
あ
ふ
ら

け
・
大
根
・
里
芋
・
牛
房
・
に
ん
し
ん
、
酢
敢
（
和
）等

也
、
観
音
院

来
ル
、
長
全
寺
来
ル
、
斎
後
法
事
初
る
、
○
瓜
郷
惣
助
よ
り
胡

麻
餅
弐
重
施
入
、
○
参
詣
十
人
計
有
、
○
法
事
、
作
重
を
町
へ

蝋
燭
・
油
求
ニ
遣
ス
、
○
長
全
寺
帰
ル
、
○
清
須
松
右
衛
門
斎

米
を
持
て
来
ル
、
○
重
次
郎
よ
り
大
な
る
あ
め
を
施
入
、
孫
太

郎
宿
る
、

十
日　

天
気
、
○
孫
太
郎
斎
こ
し
ら
い
、
○
辰
五
郎
あ
け
七
ツ

施
入
致
、
今
日
手
伝
持
、
○
斎
後
観
音
不
来
ル
、
法
事
初
る
、

下
五
井
伊
右
衛
門
・
三
郎
左
衛
門
・
源
六
参
詣
各
々
之
斎
米
壱

升
ツ
ヽ
施
入
、
法
事
後
下
五
井
之
衆
へ
餅
を
焼
て
出
ス
、
晩
方

観
音
来
ル
、
○
追
法
事
初
る
、
参
詣
外
陣
ニ
壱
盃
（
杯
）有
り
、
○
仏

名
会
今
晩
ニ
而
結
願
、
孫
太
郎
宿
る
、

十
一
日　

天
気
、
孫
太
郎
帰
ル
、
○
覚
・
隆
・
知
供
物
包
、
作

重
供
物
配
ニ
来
ル
、
子
共
大
治
郎
・
三
重
村
方
朝
間
ニ
終
、
○
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理
證
斎
ご
し
ら
い
、
○
斎
後
作
重
町
方
・
城
内
へ
供
物
配
ニ
遣

ス
、
五
助
下
五
井
・
瓜
郷
へ
遣
ス
、
町
よ
り
供
物
初
尾
拾
弐
銅

十
有
り
、
○
お
ろ
く
来
ル
、
洗
上
致
、
覚
・
隆
本
堂
掃
除
、

十
二
日　

天
気
、
○
子
共
来
ル
、
○
覚
・
隆
仏
名
勘
定
致
、
斎

後
佐
平
次
、
拙
牛
和
尚
之
親
元
よ
り
拙
牛
和
尚
事
尋
ニ
来
ル

故
、
返
事
之
文
言
頼
ニ
来
ル
、
斎
後
仏
名
勘
定
失
方
壱
は
い
ニ

成
り
、
併
南
鐐
壱
片
紛
失
致
ス
、
庄
屋
殿
へ
五
助
七
ツ
入
こ
帰

へ
ス
、
伝
四
郎
よ
り
磬
子
奉
加
之
銭
□
貫
九
百
計
持
て
来
ル
、

此
者
半
右
衛
門
へ
遣
ス
、
○
伊
勢
大
神
宮
之
御
初
尾
五
十
文
半

右
衛
門
へ
遣
ス
、

十
三
日　

天
気
、
○
五
助
粟
を
つ
く
、
○
斎
覚
子
共
書
始
之
手

本
を
書
く
、
○
五
助
内
へ
す
ゝ
は
ら
い
ニ
行
也
、
○
前
側
六
兵

衛
疾
路
ニ
来
ル
、
理
證
殿
帰
ル
支
度
、
○
紋
六
・
乙
松
給
銀
を

持
来
ル
、
お
ろ
く
遣
ス
、
は
つ
ニ
候
得
共
お
ろ
く
留
主
ニ
而
先

此
方
へ
預
り
、
○
晩
方
五
助
を
六
兵
衛
へ
鷹
子
為
持
遣
ス
、

十
四
日　

天
気
、
大
寒
、
理
證
出
立
、
作
重
来
ル
、
餅
米
を
つ

く
、
○
五
助
山
か
り
、
○
塩
弐
升
求
代
三
拾
四
文
、
北
側
清
助

弥
陀
如
来
開
眼
を
頼
ニ
来
ル
、
○
斎
後
お
ろ
く
呼
ニ
遣
ス
、
乙

松
給
銀
之
事
ニ
付
三
分
之
所
壱
分
ハ
入
用
、
跡
弐
歩
（
分
）は

貸
付
ニ

致
由
、
壱
歩
ハ
此
方
へ
預
り
弐
歩
ハ
弥
六
ニ
貸
ス
は
づ
ニ
な

る
、

十
五
日　

天
気
、
○
寒
あ
き
な
り
、
○
五
助
粟
を
つ
く
、
○
弥

六
来
ル
、
金
弐
分
取
替
貸
ス
、
○
斎
後
布
薩
致
、
百
度
清
吉
□

□
見
ニ
来
ル
、
御
符
を
遣
ス
、
○
隆
町
へ
行
也
、
九
文
字
屋
へ

払
致
ス
、
金
壱
歩
弐
朱
ト
八
百
四
十
七
文
也
、
○
院
金
代
外
用

也
、
茶
袋
紙
弐
帖
・
美
濃
紙
壱
帖
代
壱
匁
ツ
ヽ
・
半
紙
壱
束
ニ

付
壱
匁
七
分
づ
ゝ
也
六
束
求
、

十
六
日　

天
気
、
前
側
六
兵
衛
内
む
す
こ
之
祝
ニ
来
ル
、
○
五

助
粟
を
つ
く
、
○
斎
後
隆
・
覚
障
子
を
張
、
○
智
観
町
行
也
、

末（抹
）香
三
升
・
菓
子
五
拾
文
か
を
求
、
お
ろ
く
粟
た
て
ニ
来
ル
、

○
覚
多
聞
供
致
、

十
七
日　

天
気
、
隆
庭
掃
除
、
○
斎
後
覚
・
隆
茶
紙
袋
を
造

ル
、
○
百
度
兵
太
郎
へ
祈
祷
之
札
・
供
物
を
遣
ス
、
○
北
側
清

右
衛
門
先
日
之
開
眼
之
礼
ニ
来
ル
、
袋
百
弐
拾
余
り
出
来
、
晩

方
源
六
そ
て
つ
之
葉
を
取
ニ
来
ル
、
禍
金
□
□
、

十
八
日　

天
気
、
○
覚
祈
祷
致
、
○
斎
後
茶
紙
袋
こ
し
ら
う
、
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○
孫
太
郎
日
用
勘
定
ニ
来
ル
、
○
畠
小
作
名
前
を
書
出
し
、
此

頃
年
貢
ふ
ら
ち
ニ
付
庄
屋
へ
預
、
万
取
立
帳
之
越
書
出
し
て
見

セ
る
、
取
立
を
此
通
ニ
ト
庄
屋
へ
頼
む
、

十
九
日　

天
気
、
大
寒
し
、
○
隆
庄
屋
へ
年
貢
通
書
ニ
行
也
、

斎
前
故
預
ケ
帰
ル
、
斎
後
五
助
か
や
町
庄
吉
へ
茶
を
聞
ニ
遣

ス
、
茶
金
壱
両
ニ
付
三
十
三
貫
目
替
也
、
六
貫
目
持
て
帰
ル
、

六
貫
目
ニ
付
拾
匁
九
分
壱
厘
也
、、
又
醤
油
之
柄
を
買
代
弐
百

文
也
、

廿
日　

曇
天
、
○
百
度
清
七
加
持
之
礼
ニ
来
ル
、
○
斎
後
隆
、

蜜
柑
之
下
之
田
土
を
こ
な
す
、
○
伝
四
郎
干
菜
を
取
ニ
来
ル
、

晩
方
雨
降
る
、
五
助
薪
木
を
土
蔵
へ
入
る
、

廿
一
日　

天
気
、
○
覚
・
隆
小
作
年
貢
帳
改
、
○
斎
後
伝
四
郎

へ
年
貢
直
段
を
聞
ニ
遣
ス
、
直
廿
四
俵
七
分
、
此
之
事
ハ
今
年

之
年
貢
帳
ニ
速
ニ
書
付
可
有
、
○
大
師
様
へ
香
花
供
養
御
形
供

物
致
ス
、

廿
二
日　

天
気
、
暖
シ
、
○
五
助
方
々
へ
年
貢
さ
い
そ
く
ニ
遣

ス
、
お
ろ
く
来
ル
、
○
田
之
事
植
る
ば
か
り
ニ
し
て
、
弐
反
余

て
ハ
壱
分
余
ニ
て
致
ス
由
申
来
ル
、
先
達
而
預
り
置
金
子
壱
分

お
ろ
く
へ
渡
、
斎
後
皆
剃
髪
致
ス
、
お
ろ
く
き
び
は
た
き
ニ
来

ル
、
隆
庄
屋
年
貢
皆
済
ニ
行
、
中
郷
吉
右
衛
門
よ
り
利
足
壱
分

来
ル
、
受
取
を
遣
ス
、
庄
屋
当
主
平
十
へ
寄
て
帰
ル
、
年
貢
平

十
へ
預
ケ
る
、
○

廿
三
日　

雨
天
、
○
弥
六
よ
り
子
共
病
気
臨
終
加
持
頼
ニ
来
、

覚
子
共
を
連
テ
行
也
、
○
斎
後
智
観
町
へ
楠
葉
行
状
持
て
行
、

そ
う
り
壱
束
、
沙
（
砂
糖
）唐五
拾
文
か
□
求
、
五
助
坂
津
小
作
を
呼
遣

ス
、
○
晩
方
百
度
へ
行
也
、
作
十
ニ
手
間
金
分
遣
ス
、

廿
四
日　

天
気
、
○
お
ろ
く
餅
米
・
粟
を
洗
ニ
来
ル
、
○
百
度

次
郎
八
よ
り
ぞ
う
り
弐
束
施
入
、
斎
後
北
側
惣
右
衛
門
年
貢
事

ニ
付
来
ル
、
○
伝
四
郎
よ
り
利
足
弐
分
内
入
レ
ニ
持
て
来
ル
、

此
利
足
半
右
衛
門
へ
渡
、
○
か
や
町
善
太
郎
よ
り
年
貢
米
壱
斗

四
升
之
代
弐
朱
ト
弐
百
五
拾
弐
文
伝
四
郎
へ
誂
て
来
ル
、
西
組

戸
平
し
ゃ
く
病
気
之
祈
祷
を
頼
ニ
来
ル
、
護
摩
を
頼
来
レ
ト
モ

取
込
候
故
祈
祷
ニ
致
ス
、
百
度
源
七
母
壱
合
壱
銭
を
持
て
来

ル
、
よ
り
綿
つ
も
ぬ
き
三
ツ
施
入
、
○
子
共
今
日
よ
り
休
、

廿
五
日　

天
気
、
○
餅
つ
き
孫
太
郎
・
彦
作
・
お
ろ
く
来
ル
、

平
重
・
権
右
衛
門
併
て
呼
、
餅
米
弐
斗
五
升
計
つ
き
粟
あ
ら
ニ
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而
四
斗
つ
く
、
本
尊
鏡
餅
上
下
ニ
而
三
升
取
、
地
蔵
尊
上
下
ニ

而
弐
升
取
、
本
堂
両
尊
上
下
ニ
而
壱
升
取
、
本
堂
其
外
所
々
見

合
也
、
都
合
拾
三
膳
也
、
斎
後
前
芝
仙
蔵
来
ル
、
南
鐐
壱
片
志

ス
、
く
す
湯
致
、
味
噌
壱
重
施
入
、
追
付
帰
ル
、
○
七
ツ
過
ぎ

ニ
餅
仕
舞
、
風
呂
致
ス
、
権
平
へ
餅
壱
重
遣
ス
、
○
晩
方
智
観

町
へ
遣
ス
、
明
日
西
組
戸
平
之
護
摩
買
物
ニ
行
、

廿
六
日　

天
気
、
早
朝
護
摩
支
度
致
、
斎
後
覚
護
摩
ニ
か
ゝ

る
、
龍
生
町
へ
歳
暮
買
物
ニ
行
也
、
○
西
組
戸
平
護
摩
之
御
礼

ニ
来
ル
、
金
佰
疋
・
青
銅
百
文
・
御
符
拾
弐
也
持
参
ス
、
源
六

い
か
き
や
何
か
を
借
り
来
ル
、
晩
方
北
側
茂
平
次
よ
り
歳
暮
豆

ふ
弐
丁
来
ル
、

廿
七
日　

天
気
、
○
五
助
船
町
八
三
郎
へ
か
き
・
こ
ん
ぶ
・
か

や
等
取
ニ
遣
ス
、
権
右
衛
門
よ
り
歳
末
山
之
芋
三
ツ
来
ル
、
斎

後
五
助
方
々
へ
歳
暮
を
持
た
セ
遣
ス
、
相
模
へ
歳
暮
柿
半
重
外

ニ
米
壱
升
初
米
ニ
遣
ス
、
○
覚
・
知
年
玉
之
こ
ん
ぶ
を
包
、
百

度
周
蔵
歳
暮
ニ
来
ル
、
紙
壱
帖
遣
ス
、
○
覚
多
聞
供
致
、
○
お

ろ
く
歳
暮
あ
け
九
ツ
来
ル
、
○
西
宿
弥
三
郎
磬
子
之
志
を
持
て

来
ル
、
又
右
衛
門
弐
百
文
、
弥
三
郎
百
文
外
ニ
西
宿
志
弐
百
文

也
、
○
晩
方
北
側
善
六
よ
り
歳
暮
芋
弐
升
来
ル
、
○
今
晩
孫
太

郎
来
ル
、
殿
様
年
貢
不
足
ニ
付
無
心
ニ
来
ル
、
米
壱
俵
備かして
遣

ス
、
百
銅
年
々
歳
末
ニ
遣
ス
、

廿
八
日　

天
気
、
○
平
重
殿
よ
り
豆
ぶ
弐
丁
歳
暮
ニ
来
ル
、
○

孫
太
郎
来
ル
、
権
右
衛
門
へ
米
取
ニ
行
也
、
持
て
帰
り
計
て
見

る
、
三
斗
九
升
弐
合
一
勺
也
、
○
庄
屋
よ
り
年
貢
通
帳
幷
ニ
年

貢
過
米
銭
ニ
而
五
百
九
文
・
大
豆
代
百
四
拾
弐
文
、
〆
六
百
五

拾
壱
文
来
ル
、
○
瓦
屋
平
次
郎
掛
取
ニ
来
ル
、
壱
匁
四
分
何
厘

銭
ニ
而
百
六
拾
七
文
遣
ス
、
斎
後
、
○
覚
庭
掃
除
致
、
中
郷
代

歳
暮
ニ
来
ル
、
源
六
よ
り
歳
暮
来
ル
、
山
芋
壱
つ
と
也
、
○
大

村
林
藤
右
衛
門
よ
り
歳
末
山
芋
壱
つ
と
、
藤
八
郎
よ
り
里
芋
壱

つ
と
来
ル
、
使
ニ
弐
拾
文
遣
ス
、
○
伊
奈
伝
助
多
聞
供
之
礼
ニ

来
ル
、
鳥
目
弐
拾
疋
持
参
ス
、
外
ニ
三
拾
疋
ハ
来
正
月
三
箇
日

多
聞
供
を
頼
行
、
○
今
晩
茶
を
つ
め
る
、
覚
・
隆
・
智
・
五
助

ニ
而
七
拾
余
り
つ
め
る
、
孫
太
郎
門
松
を
持
て
来
ル
、

廿
九
日　

天
気
、
大
寒
、
相
模
よ
り
歳
末
そ
は
粉
二
袋
来
ル
、

○
下
地
白
木
屋
又
吉
掛
を
取
来
ル
、
壱
匁
四
分
代
百
六
拾
文

払
、
○
斎
後
覚
方
々
掃
除
致
、
お
ろ
く
洗
物
ニ
来
ル
、
龍
町
へ
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行
也
、
五
種
香
百
文
・
土
ひ
ん
壱
ツ
・
せ
ん
香
三
わ
・
知
観
之

そ
う
り
壱
速
（
マ
マ
）、

龍
そ
う
り
・
下
駄
壱
速
求
、
に
ん
じ
ん
三
十
計

小
太
郎
へ
誂
、
○
城
清
四
郎
よ
り
歳
末
山
芋
来
ル
、
八
十
八
祝

義
百
文
、
○
九
右
衛
門
よ
り
歳
暮
豆
ふ
弐
丁
来
ル
、
佐
治
郎
よ

り
里
芋
・
そ
う
り
弐
速
来
ル
、
観
音
堂
歳
末
糀
味
噌
壱
重
来

ル
、
源
六
金
壱
分
か
銭
を
替
て
遣
ス
、
壱
分
ニ
壱
貫
七
百
弐
拾

文
也
、
晩
方
佐
平
新
田
源
兵
衛
之
内
ニ
狐
か
付
祈
祷
を
頼
ニ
来

ル
、
随
求
守
・
御
符
を
遣
ス
、
○
新
兵
衛
よ
り
歳
末
里
芋
来

ル
、
○
今
晩
と
う
ふ
こ
う
ら
か
す
、
○
か
や
町
庄
吉
よ
り
茶
之

代
取
ニ
来
ル
、
壱
貫
弐
百
文
遣
、
養
蔵
・
佐
次
郎
・
重
吉
歳
末

ニ
来
ル
、
吉
川
次
郎
右
衛
門
よ
り
御
鏡
餅
壱
ツ
・
足
袋
壱
束
来

ル
、

晦
日　

天
気
、
○
百
度
助
四
郎
・
玄
次
郎
歳
末
ニ
来
ル
、
三
十

次
郎
・
岩
治
よ
り
来
ル
、
作
重
よ
り
歳
暮
里
芋
来
ル
、
○
斧
蔵

歳
末
ニ
来
ル
、
忠
八
よ
り
豆
ふ
弐
丁
来
ル
、
六
右
衛
門
よ
り
歳

暮
豆
ふ
弐
丁
来
ル
、
○
百
度
善
四
郎
よ
り
年
貢
米
三
斗
代
壱
分

弐
朱
ト
四
拾
弐
文
来
ル
、
○
お
ろ
く
大
根
・
蕪
・
牛
房
洗
ニ
来

ル
、
味
噌
壱
重
遣
ス
、
○
斎
後
孫
太
郎
門
松
立
ニ
来
ル
、
豆
ふ

三
丁
か
し
て
遣
ス
、
北
側
源
蔵
よ
り
歳
末
豆
ふ
弐
丁
来
ル
、
五

助
か
や
町
へ
年
貢
早さい（
促
）

速
ニ
遣
ス
、
こ
ん
に
や
く
十
・
酢
四
合

求
、
○
覚
布
薩
致
、
次
ニ
剃
髪
致
、
○
風
呂
を
致
、
百
度
源
右

衛
門
よ
り
歳
末
牛
房
壱
わ
・
菜
来
ル
、
長
太
郎
よ
り
唐
之
芋
三

ツ
来
ル
、

（
裏
表
紙
）

「
晦
日
時
分　
　

㊞
㊞

　
　
　

自
文
化
十
年
十
二
月
朔
日｣




